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This study was designed to investigate the mechanism for the 10ss of Undaria pinnatijida bed in Ogatsu Bay， Miyagi Prefecture. At白eouter 

眠おof批 baywith high water ve10city， U. pinnatijida grew densely and sea urchins were scarce. 1n some outer areas with lower velocities，ι 
pinnatijida grew scarce where the density of sea urchin was high. In ∞n回 st，at the inner areas ofthe bay with calm water velocity conditions， 

U. pinnatijida bed disappeared， so call “Isoyake". These resu1ts suggested that high water velocities at the outer bay areas prevent恥 settlement

and hard grazing of sea urchins. Disappearance of U. pinnatijida at the inner bay areas ca凶 edinp釘tto high grazing pressure of sea urchins in 

calm water velocity condition， less由加4.1cm sec・I
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宮城県沿岸域では，無節サンゴモの優占するサンゴモ平原

が拡大し，大型海藻群落の見られない磯焼け地帯が広がって

いる。環境省 (1997)によると， 1978年から 1991年にかけて

消失した日本沿岸域の藻場のうち，その14.7犯が磯焼けによ

るものと報告している。磯焼け地帯では，餌料となる藻場の

不足により，そこに生育する生物種と量が減少するとともに，

Miyagi 

Prefecture 

ウニやアワビなどの植食動物の漁業生産にも多大な被害をも

たらすことが報告されている(藤田 2002)。磯焼けの原因に

関しては，水温等の海況の変化(藤田 2002)，栄養塩の欠乏

(藤田 2001)，淡水の影響(藤田 2002)，植食動物であるウ

ニ等の過度の摂食(川井ら 2002) などの諸説が挙げられて

いる。しかしながら，これらの要因が複合的に作用すること
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Fig. 1 Maps showing study area in Ogatsu Bay in Miyagi prefecture. 
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Table 1. Compositions of substratum， algal and seagrass flora and infauna along the Line 1 in 2003 (A) and 2004 (B). 
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もあり，その実態は各海域の地形，水質や流況等の海洋学的

特性，生物の種組成，沿岸利用の歴史などによって異なると

考えられている(藤田 2002)。

宮城県雄勝湾においても，近年，有用海藻であるワカメの

群落が減少し，それに伴い無節サンゴモの優占する磯焼けが

確認されている。われわれは予備的な潜水調査により，多数

のキタムラサキウニ Strongylocentrotusnudusが，磯焼け

地帯において観察されていることに着目した。そこで本研究

では，雄勝湾における磯焼け原因の明確化を目的とし，有用

海藻種であるワカメの生育とウニの分布との関係を調査した。

またウニの摂食行動が流動の変化に強く影響を受けること

(JII俣 1994)から，現場海域において，ウニとワカメの分布
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に及ぼす流動の影響に関して検討を行ったので報告する。

材料と方法

雄勝湾は，周囲に平磯が形成されている岩礁性の湾であ

り，閉鎖a性の高い湾奥部と沖波の影響を強く受ける湾口部に

より形成されている。調査地点として，過去に有用海藻のワ

カメ白dariapinnatifida (Harvey) Suringarの生育が観

察されている宮城県雄勝湾口部のLine1 (N: 380 29' 20. 0" ， 

E : 1400 29' 55.0っと湾奥部のLine2 (N: 380 30' O. 76" ， 

E : 1410 29' 34.3") を選定した (Fig. 1) 0 2003年，およ

び2004年の9月に各調査地点において，岸から沖方向に向

けて50mのラインを設置し，相観に基づきライン上の生物
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Fig. 2. Algal zonation diagrams along the Line I in 2003 (A) and 2004 (8) 
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相や底質の景観が変化する点で調査区域を分け(新井 1997)， 

ラインを中心とする幅 1m内に出現した底質の組成，i毎草藻

類の被度，およびウニとエゾアワビの倒体数を測定した。底

質組成に関しては，藤田ら (2003)に従い分類した。2004年

9月，ウニの分布に及ぼす流動環境の影響を明 らかにするた

め， Line 1，および Line2周辺の任意に選定したワカメの

生育区 ・非生育区において，携帯式の防水流速計(東京計調IJ

株式会社製プロペラ式流速カウンター， 株式会社DIV製ハウ

ジング)による流速測定と o.25 m-2方形枠内に出現したワカ

メの株数，ウニの個体数を調査した。流速の測定に際しては，

底質基盤上5cmの流速値から平均流速を求めた。なお，流速

摂IJ定時の雄勝湾沖の波高は 1-2 mであった。

結果と考察

Table 1に湾口部のLine1における底質組成，および海草

藻類の出現被度と底生動物の個体数を， Fig. 2にワカメ，無

節サンゴモ，およびウニに関しての景観模式図を示した。

Line 1では，ウニ(主にキタムラサキウニ)の個体密度の少

ない基盤上に有用海藻種であるワカメの他， ヒジキ Hizikia

fusiformis，スガモ Phyllospadixiwatensis等の海草藻類

が主に繁茂していた (Table1， Fig. 2)0 2003年， 2004年

のLine1上に出現したウニの個体数は285個体と 450個体で

あり (Table1)，ワカメの生育が疎生なところでは，ウニに

よる摂食が観察された (Fig.3)。ワカメの生育水深帯におい

Fig. 3. Photograph showing the gr位 ingof sea urchins to U. pinnarifida 
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ては，ウニの個体密度が 5-10個体 m-2を境として，ワカ

メの被度は大きく異なる傾向を示した (Fig.4)。ウニの密度

が5- 10個体 m-2を上回る地点におけるワカメの被度は，

2003年では 30免以下， 2004年では 5九以下と低い値を示し

た。以上のことから，雄勝湾口部ではウニの摂食により，ワ

カメの生育が制限されている可能性が示唆された。

一方，湾奥部の Line2においては， 1996年ごろにはワカ

メの生育が観察されていたにもかかわらず， 2003年と 2004年

ともに無節サンゴモの優 占する磯焼け地帯となっていた

(Table 2)。また他の海藻種として，ウニの摂食忌遊物質を多

く含んでいると報告されているフク リンアミジ ρilophus

okamurae (谷口ら 1994)が観察された。両年のLine2上に

出現した ウニの個体数は 212個体と 365個体であり ，Line 1 

の285個体， 450 個体に比べて少なかった (Table1， 2)。海

藻へのウニの摂食は，ウニの個体数の増減に加えて，その場

の流況により大きく変化する(川俣 1994) と考えられてい

る。山下ら (1999) は，流動の増加により ，ウニの移動や海

藻への摂食行動が制限されることを指摘している。そこで静

穏な雄勝湾奥部では，調査ライン上に出現したウニの個体数

が湾口部に比べて少ないにもかかわらず，ウニの海藻群落へ

の移動やその摂食行動が流動により 制限されにくいため，ワ

カメ場がウニの摂食により消失したと仮説を立てた。両地点、

のワカメの生育区と非生育区におけるウニの個体密度と流速

との関係を検討 した結果， Line 1のワカメの生育区内の底面

平均流速は 13.1 cm sec-1から 19.3cm sec-1の範囲にあり，

これらの;場所でのウニの分布は認められなかった (Fig.5)。

一方， Line 1におけるワカメの非生育区内の底面平均流速は
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(Table 1， 2)。

本研究では，宮城県雄勝湾における磯焼けの原因の明確化

を目的とし，有用海藻種のワカメの生育とウニの分布との関

係を検討した。雄勝湾口部においては，海藻群落へのウニの

移動や摂食行動を妨げる流動の強し、地点で，主にワカメの生

育が認められた。一方，湾奥部では，流動の静穏化に伴い，ワ

カメ場へのウニの移動や摂食行動が容易となり，その結果，

ウニの摂食によりワカメ場が消失したと推定された。以上の

ことから，雄勝湾の磯焼けの一因として，ウニによる摂食が

示唆された。
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-36個体 m-2で、あった。ワカメ場が消失したLine2の底面

平均流速とウニの個体密度は2.4 -4. 1 cm sec-l， 8 -20個

体 m -2であり， Line 1のワカメの非生育区と類似した流動

環境であった (Fig. 5)。以上のことから，雄勝湾口部ではウ

ニの個体数が多いにもかかわらず，ウニの移動，および摂食

行動を妨げる流動の強し、地点があるため，そのような場所に

ワカメが残存していると推定された。一方，湾奥部では流動

の静穏化に伴い，ワカメ場へのウニの移動や摂食行動が容易

となり，その結果，ワカメ場が消失したと推定された。また

2003年のLine1，およびLine2に出現したエゾアワビの個

体数は， 65個体と 3個体であり，主な餌料となるワカメの有

無が，エゾアワビの生息数に影響を及ぼすことが示唆された
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